奈良県人権教育研究会　　　２０１２年度「男女」共生教育についてみなさんのご意見　　　　＊＊＊＊アンケートへのご協力ありがとうございました＊＊＊＊

　「男女」共生教育部会では、「男女」格差をなくすために、今年度も各学校にアンケートをさせていただきました。今年度は、混合名簿や中学校体育の共修だけではなく、小学校でも体育の共修について伺いました。
また、夢や仕事についても伺いました。アンケート結果の概要を報告します。

　名簿について（学校へのアンケートより）

　☆混合名簿を実施している学校でのご感想やご意見、研修されていることなど
· 特に不都合はない・当たり前・違和感がない（子）→中学校でも可能

· 管理職のリーダーシップにより実施になった。
· 環境作り・意識して男女一緒に行うようにしている・職員間で気づいたことを出し合う。

· 生徒同士のつながりがみられる。違い（体力差も）を認め合い、協力して楽しい雰囲気がある。

· 個性尊重・固定概念を持たせない。

· 主なとりくみや授業・研修など

· 色分けしない     ○スモックは３色から選ばせる    ○「さん」付け     ○ デートＤＶ
· 性同一性障害についてなど


☆混合名簿を実施していなくて実施する予定のない学校

· 実務上の困難さ・事務処理の煩雑さ・進路や授業の効率化

· 慣行・わかりやすい・認識しやすい・扱いやすい・把握しやすい（教員側）

· 必要性を感じない・教委で決まっている
· 「男女」共生へはつながらない　　・研修していない　・提案がなかった　・議論にもならなかった　
· 必要性を感じても全職員で共有できない　
　

　☆☆混合名簿を実施していない学校でも、今後検討したいという答えを寄せてくださったところも多数有り、
このアンケートもきっかけにそれぞれの学校でご検討いただけるとありがたいです。

体育の共修について　
　★　保健体育科の上東係長さんと直接お会いして、県教委としては、「共習」が前提であり、
　　　5月の説明会でも各学校へお願いしているというお話を伺いました。
　中学校体育での共修を進めるためにしていること

　　体力差や能力差に配慮、チーム分けやルール、教具の工夫、指導と評価の一体化を重視する。

※　着替えについては、「男女」で分けるよう配慮（あたり前と思われるが、性同一性障害の子は
どちらにも入れず悩むことになっていることも知っておく。）

現在、「共習」または一部「共習」の状況の学校は、１２８校（２３０校中）だそうです。
　　　　　　　　　「奈良県中学校保健体育研究会」の調査より）

キャリア教育について　　　
拡大学習会で伊田久美子さんより、就労における男女格差は縮まっていないというお話も伺いました。進路指導も含めて、教育の中身を検討する必要があると感じました。
すでに実践されている学校も、多数あることもわかりました。実践の一例を紹介します。
○　自尊感情の育成・どんな気持ちも受け入れる・様々な職種に興味を持たせる・興味関心を大切に・生活やあそびの中で、片付けや当番活動の意義、仕事の大切さに気づかせる・一人ひとりを認め励ます
・地域ともつながり・人との出会い・家の仕事の学習・家事分担・「男女雇用機会均等法」や「男女共同参画社会基本法」の学習・なかま教材やキッザニア、ゲストティーチャーなどの活用

・世の中の不合理や矛盾・就労における男女差などから住みよい生活の実現について考えさせる。

名簿について


混合がいいという子が多い。（７８％）


男女による差が少ない。


小学校で混合名簿の子は、中学でも別名簿に違和感を持つ。


　





体育について


一緒にやってもいいという子が多い。（58％）


人数が多い方は楽しいという意見が多い。


男子と一緒にすることで、うまくなるという女の子も意見もある。


小学校では一緒で当たり前。





将来の仕事


・　「男女」にかかわらずしたいことをすればいいが、９５％


「男女」のこだわりはないが意識の水面下で性によって偏りがみられる。（今までの社会の反映によって）


性によって決められないというのは、今まで学校でしているジェンダー意識をなくすとりくみの成果ではないか。


大人が意識を変えることが必要。


（特に採用する側）





制服について


決められている方がいいが８５％。


理由は、「男女」の見分けが付きやすい。


女（男）らしさが出る。


男子でスカートには違和感がある子が多い。


一部にスカートは冬寒いのでズボンがいい。


決めつけられない方がいい。選択肢は多い方がいいという意見もあった。


※セクシュアルマイノリティにとっては、制服は生きにくさにつながる。どうしてもスカートに違和感があってはけず、学校側の配慮があったという人もいる。


※部会では、決められていることを肯定する意見が多いことについて、くらしの中にあるジェンダー意識が、反映されていると考えている。女子はズボンがいいという子がいても、男子でスカートはいやというのも社会の中の男性の優位性からかもしれない。合わせていた方が安心という風土もあるように思うが、自分自身の意志を伝えられるような授業をしていく必要性も感じた。





研修の必要性を感じる


名簿は、「男女」共生にはつながらないという意見もあるが、名簿が別だと並び方もグループも呼び方も別になりがちであり、「男女」間の隔たりは一層大きくなる。なぜ別でないといけないのか、教員の固定概念によるところが大きい。現に分けなくても不都合は出ていない。むしろ区別が差別につながり、一緒にする機会や相手を受け入れ尊重するチャンスをなくしている場合もある。必要のない区別はなくすようにするのが、女性差別撤廃条約の主旨にもぴったり合うのではないか。


　　　　　　　　　　　　　　（　奈人教　研究・推進委員会　「男女」共生教育部会の話し合いより）





児童生徒の意見（部員さんの学校できいてみました）











